
自動化可能な様々なワークフローの一部をご紹介

Chemspeedプラットフォーム



High output product development cycle

R&Dの各ステップを全てオートメーション可能

前処理

合成

プロセスリサーチフォーミュレーション（処方）

ディスカバリー

フォーミュレーション（処方）

開発

アプリケーション

試験



柔軟なプラットフォーム

マイクロウェーブ、
HPLC、GC、

LC/MS、DART、
FT-IR、GPC
など

粉・ペースト・
ワックスの分注

液体
ハンドリング

ロボットアームのインターフェースース

ホモジナイザー
キャッピング・
ディキャッピング・
グリッピング

アレイ合成
リアクター

ミニプラントリアクター

サンプル
前処理ラック

フォーミュレーション

★30種類以上のツール

★サンプルラック・
リアクターテクノロジー

★ 3rd パーティーシステム

 インターフェース

Platform

使い捨ての反応装置



ロボティックツールTools

30種類以上の交換可能ツール

高精度秤量機能付き

分注ツール
リキッドハンドリング

アクションツール 分析ツール

• 秤量機能付き
パウダーなど固体分注

• ペーストやクリームなどの高

 
粘度液体サンプルハンドリ

 
ングツール

• 秤量機能プラスボリュメトリックな高

 
粘度サンプルハンドリングツール

• 加熱カートリッジ

• 液体ガスハンドリング
• 他

• 濃度測定

• 4シリンジポンプ付き液体

 
ハンドリングツール

• バルブ切り替えで16種類

 
の溶媒使用可能

• 1,10, 25mLシリンジ

• 精度：50uL水で<1.5%

オプション:

• ディスポーザブルチップ
• 加熱ニードル
• スプレーニードル
• pH測定

• 他

• せん断ホモジネーション

• 超音波分散

• デガッシング、リフラックス濃

 
縮機能、エバポレーション

• フィルトレーション

• キャッピング、クリンピング
• バイアル移動
• MTP移動

• ディキャッピング
• 他

• 粒子径分布、ダイナミック光散

 
乱

• pH 、温度計→コントロール・

 
調整

• 光沢測定
• 厚み測定
• 色度測定
• 他



Chemspeedシステムの特長：秤量機能付きアームでの分注Know
how

レファレンス
ボリューム
吸引

レファレンス
ボリューム
分注

レファレンス
ボリューム
秤量

密度計算
サンプル
ボリューム
計算

サンプル
ボリューム
吸引

サンプル
ボリューム
分注

反応槽を
秤量器へ
移動

秤量 分注 秤量 反応槽を移動

固体、液体、ペースト、ワックスなどを
直接分注

従来の粉などの固体サンプル分注

従来の高粘性液体サンプルの分注

Chemspeedのシステムの場合:
秤量精度: 0.1 mg 
オーバーヘッドツールで秤量しなが

 ら、混合・加熱処理などをしている

 反応槽などに直接分注



構成

AutosuiteTM: コントロールソフトウェア: 編集・実行・モニタリング



ワークフロー

AutosuiteTM:コントロールソフトウェア: 編集・実行・モニタリング



化粧品・医薬品処方の自動化

selection of exchangeable robotic tools

FORMAX robotic platform

Heating cartridge

liquid

PT100 element

in
Cooling circuit
outexploded view of the formulation vessel



Phase BPhase A

Skin care & sunscreen         (example 3)

1回のラン当たり最高24の日焼け止めクリームの処方

化粧品の処方

重量による固、（粘性の）液体、そ

 
して、ペーストを加熱、還流、冷却

 
、撹拌する間に投与します

クリームを

 

投与する

オイルを

 

投与する
オイルを

 

投与する
様々なrpm 
で混合する

様々なrpm 
でホモジナ

 

イズする

90℃に

 

加熱する
ワックス

 

を加える

水を加える 固体を投

 

与する

6000rpm 
で混合す

 

る

フェーズA

供給する

混合する
85℃に冷

 

却する
香料を調

 

合する
混合する

移して、そし

 

て、室温に

 

冷却する



フェーズBフェーズA

Hair care & colorants       (example 4)

1回のラン当たり最高24のシャンプーの処方

シャンプーの処方

重量による固、（粘性の）液体、そ

 
して、ペーストを加熱、還流、冷却

 
、撹拌する間に投与します

混合する

水を投

 

与する

水を投
与する

80℃に加

 

熱する

50℃に冷

 

却する

酸を投
与する

着色剤を

 

投与する

サンプル

 

を取る
水を投

 

与する
洗剤を投

 

与する

フェーズB

液体を投

 

与する 撹拌する
ワックスを

 

投与する

15分間温

 

度をモニ

 

ターする

ホモジナイズ

 

する

撹拌する
増粘剤を

 

投与する 撹拌する

水を投

 

与する

捕捉剤を

 

投与する
液体を投

 

与する

撹拌する

液体を投

 

与する

フェーズA

シリコンを

 

投与する

液体を投

 

与する
液体を投

 

与する

NaOH溶液

 

を投与する

NaCl溶液

 

を投与する撹拌する

水を投

 

与する

香料を投

 

与する

フェーズC

増粘剤を

 

投与する

ホモジナ

 

イズする



フェーズBフェーズA

Hair care & colorants       (example 5)

1回のラン当たり最高24のコンディショナーの処方

コンディショナーの処方

重量による固、（粘性の）液体、そ

 
して、ペーストを加熱、還流、冷却

 
、撹拌する間に投与します

水を
投与する

水を
投与する 撹拌する

撹拌し、70℃

 

に加熱する

ホモジナイズ

 

する
40℃まで

 

冷却する

水を
投与する

ワックスを

 

投与する
酸を投与する

捕捉剤を

 

投与する

ミキサーを
Offにする

フェーズA フェーズB

ホモジナイズ

 

する
混合する

ミキサーを
Offにする

塩水と水を

 

投与する
クリームを

 

投与する

芳香剤を

 

投与する
水を
投与する

液体を
投与する

水のバランス
をとって、
ホモジナイズ

ワックスを
投与する

ワックスを
投与する

ワックスを
投与する

撹拌し、そし

 

て、90℃に

 

加熱する

水を
投与する



フェーズBフェーズA

Hair care & colorants       (example 6)

1回のラン当たり最高24のコンディショナーの処方

コンディショナーの処方

重量による固、（粘性の）液体、そ

 
して、ペーストを加熱、還流、冷却

 
、撹拌する間に投与します

水を
投与する

水を
投与する

水を
投与する

水を
投与する

撹拌
撹拌して

70℃まで加熱

撹拌して

 

90℃まで加

 

熱する

酸を
投与する

捕捉剤を
投与する

フェーズC

ホモジナ
イズする

40℃
まで冷却

ミキサー
Off

ホモジナ
イズする 混合

ミキサー
Off

塩水と
水を
投与する

クリームを
投与する

フレグランス
を投与する

水、液体
を投与する

水のバランス
をとってホモ
ジナイズする

水を
投与する

混合

ホモジナ
イズする

フェーズA

フェーズB



実験計画法

 

（Excel)

バリデーションリ

 

ザーバと前処理

 

用ベッセル

重量による液体

 

の添加
混合、加熱、冷

 

却、pH
プロダクト容器へ

 

移動

濁度
レオロジー
相分離
色

データ管理

 

(Excel）

フェーズBフェーズA

重量による固、（粘性の）液体、そ

 
して、ペーストを加熱、還流、冷却

 
、撹拌する間に投与します

Home care

液体洗剤の処方

1回のラン当たり最高24の液体石鹸の処方



フェーズBフェーズA

重量による固、（粘性の）液体、そ

 
して、ペーストを加熱、還流、冷却

 
、撹拌する間に投与します

Home care
柔軟剤のマイクロカプセル化のワークフロー例

1回のラン当たり最高24のマイクロカプセル化の処方

2時間待機 2000rpmで混合
1時間でポリ

 

マーDを投与す

 

る

混合を900rpm 
へ戻す

化合物Eを投与

 

する
室温まで冷却す

 

る
防腐剤（保存料）

 

Fを投与する
pHを7.5に調整す

 

る

バーコード
リーダー

水を投与する
900rpmで
混合

樹脂Aを
投与する

乳化剤BとCを投

 

与する

AcOHを投与し

 

pHを５に調整

 

する

1時間待

 

機
フレグランスを

 

投与する
15分間待機 45分間、最高

 

80℃で加熱する
混合を500rpm 
へ戻す

DLS
繊維の
アプリケー
ション



フェーズBフェーズA

Paints & Coatings

塗料とコーティングの処方

1回のラン当たり最高24のペンキの処方

実験計画法 樹脂Aを加える 樹脂Bを加える 樹脂Cを加え

 
る

架橋剤を加え

 
る

酸触媒を加え

 
る

流動性調製剤

 
を加える

添加剤Aを加

 
える

添加剤Bを加

 
える

顔料Aを加える

顔料Bを加える 溶媒Aを加える 溶媒Bを加え

 
る

添加剤Cを加

 
える

バッファを加え

 
る

水を加える 特徴づけ 粘度の調整 データ管理

重量による固、（粘性の）液体、そ

 
して、ペーストを加熱、還流、冷却

 
、撹拌する間に投与します



Permat

ベースオイル 摩擦調整剤 粘度調整剤 酸化防止剤 界面活性剤 混合

混合、加熱しすて冷却する間

 
に重量による固体を投与しま

 
す

混合、加熱、冷却をする

 
間に重量による液体、粘

 
性の液体そしてペースト、

 
を投与します

さまざまな粘度計 使用可能な異なるスターラー

粘度を測定

 
する

加熱 (180℃) 冷却
(-40℃)

分離を測定

 
する

リファレンスと

 
の混合

Heat &  store 
cool

分離を測定

 
する

潤滑油の処方とテスト

1回のラン当たり最高24の完全に自動化された処方



エマルジョンとサスペンション濃縮物の調製と分析

1回のラン当たり最高24のエマルジョン濃縮物の処方

Emulsifer (example 1)

重量による固、（粘性の）液体、そ

 
して、ペーストを加熱、還流、冷却

 
、撹拌する間に投与します

サンプルの識別 60℃に加熱する

（熱い）重量測定

 

により液体９を投

 

与し、そして、混

 

合する

（熱い）重量測定

 

によりペースト８

 

を投与し、そして、

 

混合する

（熱い）重量測定

 

によりペースト15 
を投与し、そして、

 

混合する

重量測定により

 

液体18を投与し、

 

そして、混合する

重量測定により

 

液体20を投与し、

 

そして、混合する

重量法により粉

 

末１を投与し、そ

 

して、混合する

重量法により粉

 

末４を投与し、そ

 

して、混合する

重量法により粉

 

末８を投与し、そ

 

して、混合する

重量法により粉

 

末10を投与し、そ

 

して、混合する

重量法により粉

 

末20を投与し、そ

 

して、混合する

60℃で30分間調

 

整、そして中間

 

体を混合

遠心分離機への

 

移動、そして、遠

 

心分離

カメラとフォトイ

 

メージングへの

 

移動



エマルジョンとサスペンション濃縮物の調製と分析

1回のラン当たり最高24のエマルジョン濃縮物の処方

Emulsifer (example 2)

重量による固、（粘性の）液体、そ

 
して、ペーストを加熱、還流、冷却

 
、撹拌する間に投与します

粉末Aを投与する 粉末Bを投与する 粉末Cを投与する 粉末Dを投与する 高い粘性の乳化剤

 

Aを投与する
高い粘性の乳化

 

剤Bを投与する
高い粘性の乳化

 

剤Cを投与する

溶媒Bを投与する 溶媒Cを投与する 液体の消泡剤を投

 

与する

溶媒Aを投与して、

 

100%に調整する 均一性分析 粒子サイズ分析



ソフトナーの色彩測定ワークフロー

Up to 200 color diagnoses / run

Emulsifer (example 2)

重量による固、（粘性の）液体、そ

 
して、ペーストを加熱、還流、冷却

 
、撹拌する間に投与します

Up to 200 color diagnoses / run

固体1,2,3,… 
（n-1））を投与

 

する

液体1,2,3,…（n- 
1））を投与する

粘性の物質

 

1,2,3,…（n-1））を投

 

与する

ペースト

 

1,2,3,…（n-1））

 

を投与する

混合
加熱

pHを測定し、そ

 

して、調整する
比色分析


